
再評価結果（平成１８年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局 国道・防災課
担当課長名：鈴木 克宗

事業名 一般国道４２９号 旭バイパス 事業 一般国道 事業 岡山県
あさひ

区分 主体

起終点 自：岡山県加賀郡吉備中央町小森 延長
おかやまけんかがぐんきびちゅうおうちょうこもり

至：岡山県久米郡美咲町西川 ５．６km
おかやまけんくめぐんみさきちょうにしかわ

事業概要 一般国道４２９号は、岡山県の南北地域を連絡し、沿道地域の産業、経済の発展、地域の振
おかやまけん

、 。興を担う重要路線で 岡山県倉敷市を起点とし京都府福知山市に至る実延長約２２２㎞の幹線道路である
おかやまけんくらしきし きょうとふふくちやまし

旭 バイパスは、異常気象時交通規制区間、隘路及び線形不良区間の解消を目的とした延長約５．６㎞の
あさひ

２車線道路である。
Ｈ８年度事業化 都市計画決定無し Ｈ８年度用地着手 Ｈ９年度工事着手
全体事業費 １２７億円 事業進捗率 ５２％ 供用済延長 １．８km
計画交通量 ４，３００～４，４００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 １．１ ５８/１３５億円 １３５/１４５億円 平成１７年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益：132/141億円事 業 費：55/130
億円 走行費用減少便益： 1/ 2億円(残事業) ２．３ 維持管理費： 3/ 5

交通事故減少便益： 2/ 2億円
感度分析の結果 残事業について感度分析を実施

・交通量変動 ：B/C=2.6(+10%) B/C=2.1(-10%)
・事業費変動 ：B/C=2.1(+10%) B/C=2.6(-10%)

事業の効果等
・物流効率化の支援(現道の総重量２５ｔの車両が通行できない区間が解消)
・災害への備え(現道の事前通行規制区間が解消) 他１２項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
美咲町をはじめとする関係５市２町１村の首長で構成される国道４２９号道路整備促進期成会より早期
みさきちょう

整備の要望を受けている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
特になし

事業の進捗状況、残事業の内容等
これまで起点側から順次改良工事を進め、平成１６年度末までに起点から県道高梁旭線までの区間に

たかはしあさひ

ついて部分供用している。残区間では、トンネル３基、橋梁２橋等の構造物を予定している。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
これまで事業実施において特に大きな問題は生じておらず、平成２０年代前半（Ｈ２２予定）の完成供
用に向け、重点整備を進める予定である。
施設の構造や工法の変更等
「おかやまスタンダード」の適用により、歩行者が少なく通学路指定も見込まれない区間については、
歩道を設置しない構造に変更し、コスト縮減を図っている。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
早期完成供用の地元要望も強く、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


